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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  清心中学校・清心女子高等学校                

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      ■中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒７０１－０１９５ 

       岡山県倉敷市二子１２００         

  E-mail  kurashiki@nd-seishin.ac.jp        

  Website  http://www.nd-seishin.ac.jp        

  児童生徒数  男子   ０名   女子 ７５０名  合計 ７５０名 

        児童・生徒の年齢１３歳～１８歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

■ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

■ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

■ そのほか（ 男女共同参画   ） 

 

 

 

http://www.nd-seishin.ac.jp/
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について 

 

（ア）環境学習  

 

① サンショウウオの飼育，デンジソウの繁殖など 

生物教室でサンショウウオを飼育しながら，その産卵から成長していく様子を調

べてまとめた。また，絶滅危惧種のデンジソウの栽培を年間を通して行い，学会

や高校生対象の発表会等で発表した。花酵母の研究から木質バイオマスからエタ

ノールを作る試みを研究し発表した。主な発表内容は次の通り。 

 

   2016年 5 月 8日～13日 国際科学技術フェア Intel ISEF 2016  

   「デンジソウの就眠運動の解析」世界大会参加（アメリカ） 

   2016年 8 月 16日～19日 世界両棲爬虫類学会 

   「ミシシッピアカミミガメによる在来種のカメへの影響」 

   2016年 11 月 17日 第 22回国際動物学会 

   「オオイタサンショウウオの人工繁殖」 

   2016年 12 月 24日 第 60回日本学生科学賞 中央審査 

   「デンジソウの生存戦略の研究」入選１等 

 

② 身近な水田・湖沼の自然観察（5月 7日・9月 22日） 

中学３年生を対象に岡山県自然保護センターにて２回にわたって，動物・植物の

観察を行った。センター職員の指導の下で動植物の種類や見分け方や特徴等を学

び，自然環境の大切さを学んだ。事後の活動として，興味を持った動植物につい

てレポートにまとめた。 

 

③ 校内里山作り 

校内の里山作りを通して持続的な自然との共生という概念の育成をめざした。中

学１年生は、11月に間伐と下枝刈りを行った。中学３年生は、４月には里山整備，

竹の子の収穫を行った。11月に間伐と下枝刈りを行った。「二子の丘レンジャー」

として校内の間伐作業を年間５日行った。 

 

④ 環境学習を中心とした中学での海外研修（7月 3日～7月 16日） 

中学３年生がオーストラリア約２週間のホームステイを実施し，環境保護に積極

的な市民の姿勢を知るとともに，日本では見ることのできない多雨林群を観察し

た。さらにアボリジニー文化など異文化理解が進んだ。この研修で学んだことを

秋の文化祭で発表した。 

 

⑤ 海洋の自然調査（8月 1日～3日，10 月 4 日～8日） 

生命科学コースの高校２年生を対象に沖縄の琉球大学熱帯生物圏研究センター等

で亜熱帯の動植物の観察や実習を行った。生命科学コースの高校１年生を対象に，

広島県尾道市向島にある広島大学附属臨海実験所で瀬戸内海に住む海洋生物の調

査活動を行った。 

 



 3 

⑥ 沖縄サマースクール（8月 19日～22日） 

沖縄の離島である座間味島および久米島で，外来種であるカメを題材とした環境

学習を行った。清心女子高校周辺のカメの生息状況についてプレゼンテーション

を行い，またカメの研究者や環境省自然調査官による講演も行った。離島でもカ

メの調査活動を行い，地域の方と環境問題について議論した。 

 

⑦ 森林の自然調査（10月 4日～8日） 

生命科学コースの高校２年生を対象に沖縄県座間味島にて森林調査等を行った。

鳥取大学農学部と連携して，亜熱帯地域の森林が持つ二酸化炭素吸収能力の推定

を行い，地球温暖化防止のための森林が果たす役割について考察した。また，マ

レーシアのツン・フセイン・オン・マレーシア大学の大学生が参加し，合同で森

林実習を行った。 

 

⑧ 環境学習を中心とした高校での海外研修（3月 18日～3月 28日） 

生命科学コースの高校１年生とその他の希望者がマレーシア国（ボルネオ島）サ

バ大学およびフセイン・オン大学と連携して 10 泊 11 日の研修を行う。サバ大学

では英語で講義を受けると共に，フィールドワークを行い，持続可能な開発につ

いて考える機会を提供する。日本とは全く植生の違う熱帯林の観察や調査を行い，

マレーシアの女子高校生・大学との交流も入れて，国際的な視点で環境問題を見

る眼を養う。 

 

（イ）人権学習（女性）  

 

⑨ 「女性」をテーマとした授業 

高校２年生文理コース生徒を対象に，「現代社会とジェンダー」等，女性に関わる

問題をテーマに週２時間の授業を行った。テーマごとに姉妹校のノートルダム清

心女子大学の講師が講義をした。文化祭では「赤ちゃんポスト」についてのディ

ベートを公開した。授業を通して女性に対する諸問題に気づき，自分の問題とし

て捉え，最終的には各自がテーマを絞ってプレゼンテーションをした。 

 

⑩ 「国際社会と女性」をテーマとした海外研修（3月 18日～4月 2日） 

アメリカ合衆国カリフォルニア州サンノゼにある姉妹校ノートルダム・サンノゼ

高校にて，「国際社会と女性」というテーマで短期留学プログラムを行う。サンノ

ゼ高校の高校１年生が ”Women’s Place Project” として，それぞれ活躍した

女性をひとり選び，その女性の活躍した内容をテーブル上に作品として展示する。

また，高校４年生は”Young Women’s Advocacy Summit” で，１年間を通して活

動したボランティア活動を，個人またはグループでプレゼンテーションをする。

本校生徒も，その活動報告会に参加し，意見の交換を行う。 

 

（ウ）国際交流・国際貢献  

 

⑪ UNHCR講演会参加（6月 16日） 

早島町ゆるびの舎で開催された『世界を知ろう！世界で働こう！夢を拓く 中高

生のためのキャリアサポート 国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）ジュネーブ本

部 織田靖子講演会』に参加。ご講話を聴いた多くの生徒たちが難民問題につい
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て強い危機意識を持ち，シリアを中心とした難民問題だけでなく，日本という国

の難民受け入れについても厳しい現実を知ることができた。 

 

⑫ 高校生国際協力体験プログラム参加（7月 30日～31日） 

高校１年生３名が，ＪＩＣＡ中国主催，『高校生国際協力体験プログラム』に参加

した。中国地方から 45名の高校生が参加し２日間にわたってワークショップなど

を通じて青年海外協力隊などの国際協力の最前線について知り，考えることがで

きる貴重な経験となった。 

 

⑬ 高校生カンボジアスタディツアー・校内報告会（10月 13日） 

「世界を知る」，「世界とつながる」，「他校と交流する」，「地域と，地域で学ぶ」

をテーマに校内学習会を開催している。高校２年生が８月に参加したカンボジア

スタディツアーの報告を行った。活動報告の後にはユネスコスクールの活動に集

まった生徒約 30名らで質疑応答や感想の共有の時間を設けた。カンボジアについ

て詳しい情報を知るのが初めてという生徒も多く，報告終了後も熱心に質問が飛

び交った。 

 

⑭ SDGs学習会に参加（10月 17日） 

ＡＭＤＡ社会開発機構が主催する SDGsの勉強会に参加。2015年に採択された「持

続可能な開発目標（SDGs)」について理解を深めるための学習会で，SDGs の 17 つ

の目標のうち，２つ目にあたる「No Hunger(飢餓)」について考えた。ＡＭＤＡ社

会開発機構の職員から「No Hunger(飢餓)」の項目について説明が行われた後，こ

の機構が関わっているホンジュラスの活動についての報告があった。 

 

（エ）郷土学習・平和学習  

 

⑮ 中学１年生郷土学習（10月 7日） 

備前焼工房での備前焼体験を通して，郷土の伝統文化について学んだ。 

 

⑯ 中学３年生平和学習（10月 7日） 

広島平和資料館見学後，碑巡りを行い，原爆に被害の悲惨さや平和の大切さを考

える機会とした。 

 

⑰ 中学２年生産業学習（12月 15日） 

倉敷市の地元企業を訪問し，工場見学や会社の歴史，事業内容，今後の展望など

の説明を通して，地域産業の理解を深めるとともに，地域・日本や世界とのつな

がりについて考察した。 

 

（オ）ユネスコスクール・ＥＳＤ  

 

⑱ 岡山県ユネスコスクール実践交流会（11月 12日） 

岡山県内のユネスコスクール９校の生徒約 120 名が集まり，交流会を行った。各

学校での取り組みについて発表を行い，その後ワールドカフェのスタイルで，小

グループ内でのディスカッションを行った。各学校での取り組みの成果を共有す

ると共に，それぞれの活動について，多くの生徒からフィードバックを得て改善



 5 

点を考える契機となった。 

 

⑲ ユネスコ活動研究会 中国ブロック参加（12月 10日～11日） 

島根県大田市石見銀山「大森町並み交流センター」（１日目）・「石見銀山世界遺産

センター」（２日目）で行われたユネスコ活動研究会中国ブロックの１日目に高校

２年生が参加し，第３回高校生カンボジアスタディツアーの報告を行った。在カ

ンボジア日本大使館や UNESCO プノンペン事務所訪問で深めたカンボジアの知識，

発掘・修復体験，寺子屋の３つに分けて報告を行った。 

 

⑳ ESD Cafe URA 2016参加（12月 23日） 

中学生，高校生合わせて 26名が，岡山ユネスコ協会・インターキッズ岡山共催『ESD 

Cafe URA 2016』に参加した。岡山県内で ESD に関わる高校生がそれぞれの活動や

想いを発表・ディスカッションした。（ア）「カンボジアで発見した課題」（日本語）、

（イ）「私たちと ESD」（日本語）、（ウ）〝Revive Okayama〟（英語）、（エ）〝The 

Foldscope Saves the World〟（英語）の４つのテーマで５名の生徒がプレゼンテ

ーションを行った。 

 

㉑ 岡山 ESDフォーラム 2017での発表（1 月 22日） 

『2016 年岡山 ESD プロジェクト』がユネスコ本部の審査を経て「日本 ESD 賞」を

受賞したことを受けて，岡山地域での活動の振り返りや，ESD関係者の交流を目的

とした「岡山 ESD フォーラム 2017」が開催された。本校からはユネスコスクール

として，清心女子高等学校の ESD活動を生徒がポスター発表した。 

 

㉒ スカイプ・ミーティング（11月 30日） 

公益財団法人民際センター主催の「インターネット・フレンドシップ校交流事業

2016 タイ学校訪問」に教員が参加し、その後の活動として，タイの Princess 

Chulabhon Science High School Pathumtani とスカイプ・ミーティングを実施し

た。第１回目はお互いに自己紹介などをした。 

 

（カ）探究活動発表会  

 

㉓ 女子生徒による科学研究発表交流会を開催（10月 29日） 

今年度は学習院大学にて『女子生徒による科学研究発表交流会』を開催した。本

校の生徒に加え，課題研究に取り組む全国の中学校・高等学校の女子生徒約 300

人が集まり，ポスター発表等で交流を深めたほか，女性研究者の講演などロール

モデルを提供した。 

 

㉔ 調べ学習発表会（3月 13日・14日）  

中学１年生が３月 13 日に，中学２年生は３月 14 日に，それぞれ「調べ学習発表

会」を実施した。知識や技能だけでなく，思考力・判断力・表現力を重視し，変

貌する社会に対応できる力を身に付けさせる。テーマを「置かれた場所で咲きな

さい～考える・伝える・行動する」として，教科書の内容を踏まえ，学びの楽し

さを実感させることを目標とした。 
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㉕ 探究活動発表会（3月 13日） 

SGHa（スーパーグローバルハイスクール・アソシエイト事業）による『探究活動

発表会』の開催。高校２年生が「発展科目（2 単位）」として取り組んでいる探究

活動の成果を，ブース発表（18件），ポスター発表（24件），全校生徒の前で行う

口頭発表（プレゼンテーション２件）を実施した。また、SSH（スーパーサイエン

スハイスクール事業）での研究成果もポスター発表した。さらに、長期留学体験

報告、アメリカ・ハワイ短期留学体験報告、ユネスコスクールの活動報告なども、

サイドイベントとしてポスター発表した。 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

■ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

■ その他（ SSH・SGHaの研究開発課題として実施 ） 

 

 


